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第５章 計画の推進に向けて 

１ ビジョン全体の進行管理 

○本ビジョンは、当面10年間に取り組む方向性を示した「基本構想」と、当面５年間に実施する施策

を示した「実施計画（令和４年度末（令和５年３月）策定予定）」で構成しています。 

○ビジョン全体の進行管理は、町、農業委員会、県、JA、他各種団体からなる本計画の推進会議を設

置し、プロジェクトの検討・実施状況など計画の進捗について共有し、点検および今後の提言を行

います（年１回程度）。 

○実施計画は策定からおおよそ５年目に、計画全体について、５年間の進捗状況、社会情勢等を踏ま

えて検証を行い、本計画を見直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ビジョンの推進を測る指標 

○ビジョン全体の推進を測る指標は、上位計画である「第六次竜王町総合計画」と合わせた指標を設

定します（目標年度は令和12年とします）。 

○また、実施計画では、当面５年間に実施する施策の成果を測る指標を設定します。 

 

ビジョン全体の推進を測る指標 

指標 単位 
現状値 

（令和2年） 

目標値 

（令和7年） 

目標値 

（令和12年） 

認定農業者数※ 人 68 66 60 

新規参入者数（2021年度以降の延べ経営体数） 経営体 0 3 6 

担い手への農地集積面積 Ha 822 935 1,024 

近江牛の飼養頭数 頭 3,313 5,429 5,733 

※人口減少により農業者の減少が見込まれることに加え、集落営農の組織間連携により、認定農業者の減少を抑制す

る指標としています。 

  

◆実施計画について 

・５つの戦略を全面的に同時に進めることは現実的ではないため、優先順位を決めて取り

組みます。 

・戦略１～５の中から、単独あるいは複数項目を組み合わせたプロジェクトを２つ程度選定

し、「リーディングプロジェクト」として位置づけます。 

・リーディングプロジェクトは、関係者によるチーム体制を構築するなど、プロジェクトの具

体的内容や進め方等について検討し、実際に推進します。 

・プロジェクトの推進が一定軌道に乗った段階で、他の新しいプロジェクトの企画・実施に

移っていきます。 


